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研究成果概要 

 スーパーカミオカンデ検出器のエネルギー較正範囲を 20 MeV 以上に拡張するため、

エネルギー可変範囲が広い微弱電子ビーム加速器の開発を行っている。この加速器は、

フォトカソード等の冷陰極電子源から放出した電子を加速し、定在波型加速管で複数回

加速を行うことで、小型で高エネルギー電子ビームの加速を実現しようとしている。こ

の加速器を開発するため、2020 年度は以下の研究を行った。 

１） 加速器コンポーネントの整備： エネルギー較正用加速器に必要な加速管、クライ

ストロン、導波管、高周波源、真空系などを整備した。 

２） 主加速管で電子の加速を可能にするため、静電加速および１セルの高周波加速空

洞を用いて 300 keV 以上の電子ビームを発生できる入射器の試作を行った。 

３） 300 keV 以上の電子ビームの発生を確認するための検出系の検討を行った。 

４） 主加速管に供給する大電力マイクロ波源を発生するクライストロンを駆動する

ため、クライストロンに高電圧パルスを印加する駆動系の設計を行うとともに、

高電圧パルスを印加できる絶縁タンクや電圧モニタなどの製作を行い、70 kV 以

上のパルスを印加して kW オーダーの高周波の増幅ができることを確認した。 

 

今後、上記クライストロンの出力を上げて行き、主加速管による電子ビーム加速実験

を行う予定である。 
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